
創立80周年記念事業について

①学生の課外活動設備などの
キャンパス環境の充実

④創立80周年記念式典の挙行

⑤記念講演会及び記念演奏会等の開催

⑥弘前大学80年史の刊行

②学生の海外派遣等の支援事業 ③教育研究の向上に資する各種事業

整備が遅れているグラウンドや、活用されていない

屋内プールなどの施設を改修し、学生が安心して

課外活動に専念できる環境を整備。

創立80周年記念事業に係る

寄附金の目標金額

そのほか、

を予定しております。

3億円

弘前大学創立80周年記念事業の概要は下記のとおりです。学生と地域を中心に展開してまいります。

学生が国際的な視野を広げるとともに、国際交流と

平和教育について深く学ぶ機会を提供するため、

海外派遣支援事業を活性化。

ご支援いただいた法人・団体の皆様に
つきましては、本学ホームページ等へ
の寄附者芳名録への掲載、ならびに、
返礼品等のご用意を予定しております。

外部講師による講演会や研究室の発表会、さらには

サークル活動の成果発表の場を提供し、学生の教育

研究の向上を図るための事業を展開。

事業の具体例は裏面へ
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①学生の課外活動設備などのキャンパス環境の充実

学園町の屋内プールは、開閉式天井を備えながら、ろ過装置の故障により

令和3年から使用されていません。また、運動系の課外活動団体からは冬季

の活動場所の不足により、十分な活動ができないという声もあがっていました。

屋内プールの内観学園町にある屋内プール（外観）

学生の課外活動の場として改善が望まれる施設

弘前大学創立80周年記念事業

■ 事業の具体例

現 状

屋内プールを活用した屋内運動場への改修の検討

屋内プールを屋内運動場へ改修することで、運動系の課外活動団体に適切な

活動環境が提供可能となり、活動のさらなる充実が期待されます。また、附属

学校による利用をはじめ、多様な用途での活用も見込まれます。

改修後 学生や附属学校での利用など多様な活動の場を創出

■ 改修案：プール掘り下げ＋クレイフィールド

※現在、整備に向けて仕様等を含め検討中

クレイフィールド（イメージ）

舗装イメージ 運動部の活動イメージ

②学生の海外派遣等の支援事業

本学は「世界に発信し、地域と共に創造する」をスローガンに掲げております。

一方で、本学の国際化に関しては、 2020年のコロナ禍以降、派遣学生数が

コロナ前の約半数にとどまっています。

2020年のコロナ禍以降に減少した派遣学生現 状

本学の弱点である「国際化」の強化

創立80周年記念事業を契機として、教養教育海外派遣プロジェクト（パラオ共和

国への派遣）等で派遣学生の増加を図り、国際化の一層の推進と、国際的に活躍

できる人材の育成を目指します。

目 標 創立80周年記念事業で派遣学生の増加を推進
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